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障
が
い
者
週
間
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
深
め
、
障
が
い
の
あ
る
方

が
社
会
、
経
済
、
文
化
な
ど
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
方

の
自
立
と
社
会
参
加
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
あ
き
る
野
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
前
会
長
（
現
顧
問
）
の

浦
野
太
郎
氏
が
、
11
月
２
日
に

杉
並
区
の
立
正
佼
成
会
「
普
門

館
」
で
行
わ
れ
た
第
24
回
東
京

都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お
い

て
、
東
京
都
知
事
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
る
献

身
的
な
活
動
で
高
齢
者
ク
ラ
ブ

を
け
ん
引
し
て
き
た
数
々
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▽
日
時
　
12
月
５
日

（日）
　
午
後

　
２
時
（
１
時
30
分
開
場
）

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３

　
階
ル
ピ
ア
ホ
ー
ル

▽
上
映
作
品
　
「
ア
イ
・
ラ

　
ブ
・
ユ
ウ
」

　●

映
画
の
内
容
…
ろ
う
者
の
母

　
と
、
父
、
小
学
校
３
年
生
の

　
娘
（
愛
）
の
３
人
家
族
の
物

　
語
。
あ
る
日
、
愛
が
学
校
で

　
い
じ
め
ら
れ
た
。
母
と
愛
が

　
手
話
で
話
し
て
い
る
の
を
見

　
た
い
じ
め
っ
こ
が
「
お
前
の

　
か
あ
ち
ゃ
ん
、
変
な
奴
！
」

　
と
、
愛
を
か
ら
か
っ
た
の
だ
。

　
母
は
自
分
が
原
因
で
い
じ
め

　
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

　
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。
し
か

　
し
、
母
は
元
来
前
向
き
に
生

　
き
る
明
る
い
性
格
だ
っ
た
の

　
で
、
自
分
が
一
生
懸
命
生
き

　
て
い
く
姿
を
見
せ
る
こ
と
で

　
愛
も
強
い
子
に
育
っ
て
い
く

　
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
、

　
ろ
う
学
校
時
代
の
演
劇
部
で

　
一
緒
だ
っ
た
友
達
が
い
る

　
「
ろ
う
者
劇
団
」
に
入
る
こ

　
と
を
決
意
し
た
。
だ
が
、
そ

　
こ
で
も
次
々
と
問
題
が
起
き

　
て
い
く
…
楽
し
い
こ
と
も
苦

　
し
い
こ
と
も
…
」

▽
定
員
　
２
０
０
人
（
先
着

　
順
）

▽
費
用
　
無
料

▽
問
合
せ
　
地
域
自
立
支
援
協

　
議
会
事
務
局
「
あ
す
く
」

　
（
☎
５
３
２
・
１
７
９
３
）
、

　
障
が
い
者
支
援
課

　
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
の
方

の
相
談
に
応
じ
る
相
談
員
と
相

談
支
援
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
身
体
障
が
い
者
相
談
員
（
敬

　
称
略
・
五
十
音
順
）

　●

乙
訓
章
男
（
乙
津
６
１
８
　

　
☎
５
９
６
・
１
９
６
４
）

　●

中
村
英
晴
（
下
代
継
３
７
２

　
―
２
　
☎
５
５
０
・
４
４
５

　
２
）

　●

西
志
村
茂
子
（
引
田
２
３
５

　
―
２
　
☎
５
５
０
・
３
０
２

　
６
）

　●

村
野
等
（
渕
上
２
４
８
―
５

　
☎
５
５
９
・
０
７
４
０
）

　●

山
　
光
彦
（
伊
奈
１
４
５
１

　
―
５
　
☎
５
９
６
・
４
４
３

　
１
）

▽
知
的
障
が
い
者
相
談
員
（
敬

　
称
略
・
五
十
音
順
）

　●

小
西
フ
ミ
子
（
二
宮
１
０
９

　
７
―
47
　
☎
５
５
９
・
６
３

　
３
３
）

　●

田
野
倉
祐
子
（
舘
谷
17
―
４

　
☎
５
９
６
・
２
７
９
１
）

▽
相
談
支
援
事
業
所

　●

障
が
い
者
就
労
・
生
活
支
援

　
セ
ン
タ
ー
あ
す
く
（
二
宮
６

　
７
０
秋
川
健
康
会
館
１
階
 

　
☎
５
３
２
・
１
７
９
３
）

　●

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
フ
ィ
レ

　
（
二
宮
６
７
０
秋
川
健
康
会

　
館
２
階
　
☎
５
５
９
・
０
３

　
６
８
）

▽
問
合
せ
　
障
が
い
者
支
援
課

　
障
が
い
者
相
談
係

　
未
来
を
築
く
成
人
の
門
出
を

祝
し
て
、
あ
き
る
野
市
成
人
式

を
行
い
ま
す
。

▽
期
日
　
平
成
23
年
１
月
10
日

　
（月）

▽
時
間
　
午
前
11
時
〜
11
時
50

　
分
（
午
前
10
時
15
分
か
ら
受

　
付
）

※
１
回
の
み
の
開
催

▽
場
所
　
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

▽
内
容
　
式
典

▽
対
象
　
平
成
２
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
方

※
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
は

　
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。
該

　
当
す
る
方
で
、
12
月
10
日

（金）

　
を
過
ぎ
て
も
案
内
状
が
届
か

　
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
現
住
所
が
市
外
で
あ
っ
て

　
も
、
市
内
の
小
・
中
学
校
を

　
卒
業
し
、
あ
き
る
野
市
成
人

　
式
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
生
涯
学
習
推
進
課

　
生
涯
学
習
係
（
直
通
５
５
８

　
・
２
４
３
８
）

　
年
末
の
「
る
の
バ
ス
」
の
運

行
は
、
12
月
29
日

（水）
ま
で
と
な

り
ま
す
。
年
始
は
、
１
月
４
日

（火）
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
地
域

　
振
興
係

　
い
じ
め
ら
れ
た
人
が
、
「
い

じ
め
ら
れ
た
」
と
感
じ
た
ら
、

イ
ジ
メ
な
の
で
す
。
い
じ
め
て

い
る
人
に
も
理
由
が
あ
る
で
し

ょ
う
し
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

方
に
も
理
由
が
あ
る
と
言
う
人

が
い
ま
す
が
、
ダ
メ
な
も
の
は

ダ
メ
な
の
で
す
。

　
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
人
の

気
持
ち
、
い
じ
め
を
し
て
い
る

と
気
づ
か
な
い
人
の
気
持
ち
、

こ
の
機
会
に
い
じ
め
や
差
別
な

ど
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
、
人
権
週
間
の
機
会

に
「
特
設
人
権
身
の
上
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
い
じ
め
、
差

別
、
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
な
ど

に
関
す
る
相
談
を
人
権
擁
護
委

員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
６
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
権
身
の
上
相
談
を

毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

家
庭
や
近
隣
な
ど
で
の
悩
み
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　●

伊
藤
宗
武
氏
（
入
野
）

　●

岸
野
ト
シ
子
（
草
花
）

　●

本
堂
節
子
氏
（
山
田
）

　●

三
上
裕
子
氏
（
野
辺
）

　●

渡
邉
光
成
氏
（
雨
間
）

　●

渡
邉
哲
男
氏
（
秋
川
）

▽
日
時
　
12
月
10
日

（金）
　
午
後

　
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３

　
階
会
議
室

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
市
民
課

　
市
民
相
談
窓
口
係
（
直
通
５

　
５
８
・
１
２
１
６
）

　
平
成
23
年
４
月
か
ら
小
・
中

学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
の
い

る
家
庭
に
、
12
月
中
旬
ご
ろ

「
入
学
通
知
書
」
を
送
付
し
ま

す
。

▽
次
に
該
当
す
る
方
は
連
絡
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　●

入
学
通
知
書
が
届
か
な
い
方

　●

入
学
通
知
書
を
受
け
取
っ
た

　
後
、
転
居
・
転
出
し
た
方

　●

平
成
23
年
３
月
末
ま
で
に
転

　
居
か
転
出
す
る
予
定
の
方

　●

国
立
か
私
立
の
小
・
中
学

　
校
、
都
立
中
高
一
貫
校
な
ど

　
に
入
学
す
る
方
（
入
学
決
定

　
後
、
入
学
校
の
入
学
許
可
書

　
と
は
ん
こ
を
お
持
ち
の
上
、

　
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
）

　●

外
国
人
の
方
で
入
学
を
希
望

　
す
る
方
（
就
学
願
を
提
出
し

　
て
い
る
方
は
不
要
で
す
。
）

※
入
学
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た

　
指
定
学
校
を
変
更
し
た
い
方

　
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
（
事
前
調
査
票
を
提
出
し

　
て
い
る
方
を
除
く
）
。

▽
問
合
せ
　
教
育
総
務
課
学
務

　
係

　
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免

除
や
、
一
部
免
除
の
承
認
を
受

け
た
期
間
と
若
年
者
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
保
険
料

の
全
額
を
納
め
た
場
合
と
比

べ
、
将
来
受
け
取
れ
る
年
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
期
間
は
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
（
追
納
）
で
、
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶

予
、
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険

料
を
追
納
す
る
場
合
、
当
時
の

保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

　
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合

は
、
専
用
の
納
付
書
が
必
要
で

す
。

▽
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
年
金

　
係
、
青
梅
年
金
事
務
所
（
☎

　
０
４
２
８
・
30
・
３
４
１

　
０
）

　
柿
の
実
が
ひ
と
き
わ
赤
く
、

晩
秋
の
青
空
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
が
こ
の
秋
の
味

覚
と
し
て
食
し
た
柿
と
思
い

ま
す
が
、
先
日
、
私
は
東
京
都

の
試
験
場
で
開
発
し
た
と
い
う

「
赤
い
柿
」
を
頂
き
、
食
べ
て

み
ま
し
た
。
と
て
も
甘
く
て
お

い
し
い
も
の
で
、
大
き
く
て
見

栄
え
も
い
い
の
で
東
京
ブ
ラ
ン

ド
の
一
つ
に
な
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
も
余
す
と
こ
ろ

１
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
先
月

は
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
地
域
懇
談
会
を
市

内
６
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

行
政
と
の
距
離
を
縮
め
、
情
報

を
共
有
し
、
問
題
の
解
決
に
取

り
組
む
た
め
に
今
後
も
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
先
日

は
町
内
会
・
自
治
会
と
防
災
・

安
心
地
域
委
員
会
の
協
力
で
、

あ
き
る
野
市
総
合
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
各
小
中
学
校
の

避
難
場
所
で
は
、
町
内
会
・
自

治
会
の
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

訓
練
が
行
わ
れ
、
メ
イ
ン
会
場

の
秋
川
駅
南
口
運
動
広
場
に
は

周
辺
自
治
会
等
の
市
民
が
約
６

０
０
人
参
加
し
、
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
救
出
救

助
訓
練
や
応
急
手
当
な
ど
に
一

生
懸
命
取
り
組
み
、
大
切
な
災

害
対
応
を
経
験
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
赤
十
字
奉
仕
団
と
自
衛

隊
に
よ
る
炊
き
出
し
給
食
の
試

食
も
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
防

災
関
係
機
関
の
協
力
で
意
義
あ

る
訓
練
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
新
し
い
年
を
迎
え
る

に
ふ
さ
わ
し
い
市
内
一
斉
清
掃

も
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
ま
ち

は
、
防
犯
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
市
役
所
の
玄
関
前
の
花
壇

に
、
新
し
い
年
へ
向
け
て
葉
ボ

タ
ン
な
ど
の
花
が
植
え
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
も
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
手

に
よ
る
も
の
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
、
気
持
ち
よ

く
年
の
瀬
を
越
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

障
が
い
理
解
の

　
　
た
め
の
映
画
会

東
京
都
高
齢
者
福
祉

功
績
者
表
彰
を
受
賞

ご
相
談
く
だ
さ
い

障
が
い
者
相
談
員
と

　
　
相
談
支
援
事
業
所

成
人
式
の
お
知
ら
せ

「
る
の
バ
ス
」

　
　
年
末
年
始
の

　
　
　
　
　
　
運
行

新
小
・
中
学
生
に

入
学
通
知
書
を

　
　
　
　
送
り
ま
す

人
権
擁
護
委
員

国
民
年
金
保
険
料
は

　
追
納
が
で
き
ま
す


